
雄武町地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題

○調査の主な内容

○地域公共交通の現況

雄武町

雄武町は、人口 4,150 人(令和 5 年 10 月末現在)、オホーツク管内最北に位置し、北西は枝幸町、南東は興部町・西興部村、
南西は北見山地を隔てて下川町・名寄市・美深町と接し、北東一帯はオホーツク海に面している。地形は二等辺三角形に近い形
を成し、総面積は 636.88 平方キロメートルを有している。

本町では、近年、公共交通事業者の収益減少や運転手不足等により、公共交通の維持が困難になっていることから、利便性
の高い持続可能な公共交通体系を構築するため「雄武町地域公共交通計画」を策定する。

概 要

令和５年１０月１８日設置

○地域公共交通活性化協議会開催状況

７月２３日 令和６年度第１回協議会を開催
・主な協議事項：地域公共交通計画に係る計画方針（案）

１１月６日 令和６年度第２回協議会を開催
・主な協議事項：地域公共交通計画（素案）

・上位・関連計画の整理
・地域の概況の整理
・地域公共交通の現状の整理
・地域住民等のニーズの整理（交通事業者、町民等ヒアリング）

・交通弱者の移動手段となる公共交通の維持確保
・利用者ニーズを踏まえた利用しやすい生活圏交通の維持確保
・公共交通の持続性確保

・北紋バス（株） （町内１路線） ・宗谷バス（株） （町内１路線）
・スクールバス（４路線） ・保育所バス（２路線）
・患者輸送バス（３路線） ・福祉バス（随時運行）
・第一ハイヤー（株） ・(有)北翔交通・レンタカー川村 等

公共交通の概要



雄武町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

１．上位・関連計画の整理

国の交通政策基本法や地域公共交通の活性化及び再生に関する法律、北海道の交通
政策総合指針やオホーツク地域等公共交通計画、雄武町の総合計画やまち・ひと・しご
と総合戦略等を整理し、本計画の位置付けを整理しました。

２．地域の概況

⑴ 人口動態
当町の総人口は減少傾向にあり、少子高齢化が進行しています。また、総人口の３割

以上が６５歳以上の高齢者となっています。
今後、令和２２（２０４０）年には、総人口は３，０００人を下回り、高齢化率は約４割にな

ると推計されています。

⑵ 人口分布
当町の人口分布は市街地に集中しています。その他地域は、海沿いに一定数の分布

がみられるほか、内陸部にも点在している状況となっています。



平成○○年○月○○日設置
雄武町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業の結果概要

３． 地域の移動ニーズ等の整理

⑴ アンケート調査結果
アンケート調査の結果、交通ネットワークの確保は、町の課題としては下位にあるもの

の、「医療・福祉サービスの維持・向上」、「買い物の利便性の維持・向上」、「雄武高等学
校の存続対策」といった課題の中には、通院や買い物、通学といった日常生活において、
移動の不便さを感じている方が多いことが示唆されます。

⑵ 関係者等との意見交換
交通事業者からは、乗務員不足が深刻的な問題となっているほか、労働基準法改正の

影響で、運転手の勤務時間を制限する必要があり、利用者の要望に対応できないといっ
た意見がありました。

また、町民からは、フリー乗降やドアトゥードアが可能なコミュニティバスの運行を希望
する声が多くありました。
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課題 

路線バス 
（町内移動） △ ○ ○ ○ ○ △ 

・運転手確保 
・幌内－雄武往復 2 便、沢木－雄

武往復 5 便であり、特に幌内
方面の利便性が低い。 

路線バス 
（町外移動） △ ○ ○ ○ ○ △ 

・運転手確保 
・紋別方面は通勤・通学目的以外

の日中の便の利用状況改善 
・最北宗谷エリアへのアクセス

路線堅持 

ハイヤー △ △ △ ○ ○ 〇 ・運転手確保 
・ハイヤー券の利用促進 

スクール 
バス － ○ ○ － － － ・運行体制が切迫 

・出欠確認の連絡体制 
入所児童通

所バス ○ － － － － － ・車両サイズの適正化 

福祉バス △ △ △ △ ○ △ ・運行体制が切迫 

生涯学習バス △ 〇 〇 〇 〇 △ ・運行体制が切迫 

患者送迎バ
ス － － － ○ ○ ○ 

・曜日により利用者数の偏りが
ある 

・地区により利用者数の偏りが
ある（上中雄武地区の利用者
数が少ない） 

課題 

・
遠
隔
地
か
ら
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の

維
持 

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
営
維
持 

・
出
欠
連
絡
の
利
便
性
向
上 

・
通
学
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
移
送
手
段

の
確
保
・
維
持 

・
自
家
用
車
の
移
動
が
主
と
な
っ

て
お
り
、
公
共
交
通
利
用
に
繋

が
ら
な
い 

・
非
運
転
者
及
び
バ
ス
路
線
か
ら

離
れ
た
高
齢
者
の
足
の
確
保 

・
要
介
護
・
要
支
援
・
障
が
い
者

の
移
動
支
援
充
実
の
た
め
、
福

祉
分
野
と
の
さ
ら
な
る
連
携
が

重
要 

 

 



雄武町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

基本理念に基づく基本方針

⑴ 基本方針１ 誰もが便利に快適に移動できる町内交通の実現
少子高齢化や人口減少といった社会課題を抱え、公共交通の利用者が減少しており、町民の移動の自由を制限し、地域経済の活性化にも影
響を与えてることから、誰もが便利で快適に移動できる町内交通の実現を目指し、新たな取り組みや既存移動サービスの改善を実施します。
【施策① 新しい交通「雄武町コミュニティバス」の導入】

町内を運行する路線バスの空白時間帯を補完して走る「雄武町コミュニティバス」を運行開始し、公共交通の利便性を大幅に向上させます。
これにより、買い物や通院など、日常生活に必要な移動手段を確保し、地域住民の生活の質向上に貢献します。
【施策② 公共交通空白地帯を補完する移動支援の充実】

町内のバスが行き届かない地域（公共交通空白地）への移動支援を拡充し、高齢者や障がいのある方など、移動に困難を抱える方の外出を
支援します。これにより、孤立を防ぎ、地域コミュニティの活性化を図ります。
【施策③ 児童生徒に向けた既存交通サービスの維持改善】

児童生徒の通学を安全かつ快適にするため、既存のスクールバス路線の維持・改善を行います。これにより、子どもの安全な移動を確保し、
町内どこに住んでいても安心して学校に通える環境や運行体制を整えます。
【施策④ 高齢者等に向けた既存交通サービスの維持改善】

高齢者の外出を支援するため、福祉バス、交通費助成事業などのサービスを継続し、必要に応じて見直します。また、患者送迎バスは、コ
ミュニティバスに転換を図ります。これにより、高齢者の社会参加を促進し、健康寿命の延伸に貢献します。
【施策⑤ 夜間の経済活動の活性化を支える新たな交通への挑戦】

夜間の経済活動を活性化するため、ハイヤーの運行体制の強化を図るほか、状況に応じて新しい交通手段の導入に挑戦し、飲食店へのア
クセス向上を図ります。これにより、地域住民の生活の幅を広げ、町全体の活力を高めます。

⑵ 基本方針２ 公共交通を活用して移動できる広域交通の維持確保
広域的な移動手段が限られているため、町民はより高度な医療機関への通院、大規模施設への買い物、町外への通勤など、日常生活に必

要な移動に不便を感じることがあります。自家用車を持たない高齢者や若者、免許を返納した方にとっては、移動の選択肢が極端に狭まり、生
活の質の低下につながる可能性があることから、引き続き、町外への移動が積極的に行えるような施策に取り組みます。
【施策⑥ 路線バス利用促進につなげるインセンティブ施策の創設】

路線バス利用者を増やすため、運賃助成のインセンティブを導入し、公共交通の利用をより身近にします。これにより、自家用車に頼らずとも、
買い物や通院など、日常生活に必要な移動手段を確保し、地域住民の生活の質向上に貢献します。
【施策⑦ バス路線維持のための運行経費補助】
バス事業者に対しては運行経費を補助することで、安定的な運行体制を確保します。これにより、地域住民が安心して公共交通を利用できる

環境を整え、紋別エリアや最北宗谷エリアとのつながりを維持します。



雄武町地域公共交通活性化協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり実施されている。
・引き続き事業の完了に向けて取り組んでいただきたい。

・今後、地域公共交通計画策定後についても、公共交通事業の収支率や公的資金投入額などの事業効率の改善等についてさ
らに検証していくことをご検討いただきたい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果

計画どおり適切に事業は実施された。

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

【施策⑧ 紋別空港の通年運航の維持確保のための運賃助成】

紋別空港の通年運航を維持するため、利用者へ運賃を助成します。これにより、観光客の誘致や、町民の首都圏へのアクセス向上に貢献し、
地域経済の活性化を図ります。

⑶ 基本方針３ 持続可能な次世代へつなげる公共交通の確保
当町は、将来世代にも利用できる持続可能な公共交通の実現を目指します。
【施策⑨ 交通事業者の運転手確保のための担い手対策】

地域の交通事業者が安定的に運行を続けられるよう、運転手の確保に向けた取り組みを強化します。具体的には、地域住民への働きかけや
多様な人材の活用を検討します。さらに第二種運転免許取得費助成により当町の公共交通の担い手育成を促進します。
【施策⑩ 町民に向けた利用促進施策】

町民の公共交通利用を促進するため、ホームページでの情報発信や、新しい交通として導入するコミュニティバスの乗り方教室を開催します。
特に、高齢者や子どもたちを対象とした分かりやすい情報発信に力を入れます。
【施策⑪ 技能実習生等外国人に向けた利用促進施策】

町内に住む技能実習生等外国人住民にも公共交通を気軽に利用してもらうため、多言語での情報発信を行います。具体的には、簡単な日本
語による時刻表の作成や、母国語を用いた乗り方教室の実施を検討します。


